
背景・開催趣旨等

参加申込
方法

以下の申込フォームより必要事項を入力してお申し込みください。申込いただいた方には、
ウェビナーの事務局＊から、令和５年10月4日（水）17時までに参加用URLを電子メールにて
お知らせします。＜申込締切：令和５年10月２日（月）17:00＞

侵略的外来種は、生物多様性及び生
態系サービスに関する政府間科学-政策
プラットフォーム（IPBES）が公表した
「生物多様性と生態系サービスに関する
地球規模評価報告書」において、世界的
な生物多様性損失の5つの直接要因の
1つとされており、その負の影響は地球
規模で増加しています。 
国境を越えた侵略的外来種の意図

的・非意図的な移動の増加による負の影
響が深刻化する中で、この課題に対処す
るための国際協力強化、そして侵略的外
来種の移動等に関わる様々な主体の参
加が必要とされています。2022年12月

に採択された「昆明・モントリオール生
物多様性枠組」においても、侵略的外来
種に関する目標（ターゲット6）が掲げら
れ、2023年9月には、IPBES「侵略的外
来種とその管理に関するテーマ別評価報
告書」の政策決定者向け要約が承認さ
れたところです。
また、2023年4月に札幌で開催され

たG7気候・エネルギー・環境大臣会合に
おいて、侵略的外来種に関するG7ワーク
ショップを開催し、国・地域レベルでの
情報共有、技術開発、民間参画を含む必
要な措置を議論することが合意されま
した。更に同年5月のG7広島サミットの

成果文書にも、侵略的外来種対策のた
めの国際協力を推進することが明記さ
れました。
本ウェビナーは、G7議長国日本が主
導するイニシアティブとして、侵略的外来
種に関する最近の国際的な動向を踏ま
えて開催するものであり、IPBES侵略的
外来種評価報告書の主要メッセージを始
めとした関係機関からの国際的な最新情
報の共有や、各国での取組状況の紹介等
が予定されています。また、パネルディス
カッションでは、登壇者により、侵略的外
来種に関する国際連携強化に向けて必
要な行動について、議論が行われます。 

「昆明・モントリオール生物多様性枠組」
ターゲット６の達成に向けて
「IPBES侵略的外来種評価報告書」を
基に行動する

＊侵略的外来種に関する国際ウェビナー事務局：株式会社コンベンションリンケージ（環境省事業「令和５年度 侵略的外来種に関する国際会議等開催支援業務」請負業者）

令和5年10 5月 日（木）20:00− 23:00 (日本時間)

sites.net-convention.com/for/ias2023/reg.html
(株式会社コンベンションリンケージ ウェブページ内)

申込フォーム

留意事項
ウェビナーへの参加は事前申込みをいただいた方に限ります。オンラインによる同時配信及び音声出力ラインの提供は行い
ません。後日、環境省公式YouTubeに動画を掲載するとともに、結果概要を外来生物対策室ウェブページに掲載します。

環境省公式YouTube www.youtube.com/user/kankyosho
環境省外来生物対策室ウェブページ www.env.go.jp/nature/intro/4document/data/inter-conf.html

お問合せ先
環境省
自然環境局野生生物課
外来生物対策室
直 通 03-5521-8344

侵略的外来種に関する国際ウェビナー

開催形式 オンライン会議形式（Zoom Webinarsによる）
参加費 無料使用言語 英語（日英同時通訳あり）

参加を御希望の方は事前にお申し
込みいただくよう、お願いいたします

https://www.env.go.jp/nature/intro/4document/data/inter-conf.html
https://www.youtube.com/user/kankyosho
https://sites.net-convention.com/for/ias2023/reg.html


IPBES侵略的外来種評価報告書の主要メッセージ
IPBES侵略的外来種に関するテーマ別評価 共同議長（以下の3名）
アニバル・ポーチャード　チリ コンセプシオン大学 教授
ヘレン・ロイ　英国 生態学・水文学センター 教授
ピーター・ストゥート　カナダ オンタリオ工科大学 教授

生物多様性条約（CBD）事務局 侵略的外来種担当官

1

生物多様性条約における議論について
マリアネラ・アラヤ・ケサーダ2

国際自然保護連合（IUCN）侵略的外来種担当官

IUCNによる侵略的外来種に関する取組について
ケビン・スミス3

1

2

3

4

TNFDの推奨事項、ガイダンス及びメトリクスについて
ローラ・クレベイ
自然関連財務情報開示タスクフォース（TNFD）上席技術主任

ASEAN生物多様性センター 開発と実行プログラム局長

ASEANの侵略的外来種管理に関する行動計画
クラリサ・C・アリダ

国立研究開発法人国立環境研究所 生物多様性領域生態リスク評価・対策研究室長

日本の外来種対策の進展について
五箇公一

イタリア環境保護研究所 野生動物事業長

侵略的外来種の効果的な管理への挑戦
ピエロ・ジェノベジ

20:00−20:10

20:10−20:15

20:15−20:40

20:40−21:00

21:00−21:20

開会挨拶

22:55−23:00 閉会挨拶

趣旨説明

関係機関からの
講演

中尾文子　環境省自然環境局自然環境計画課 自然環境情報分析官

●  白石隆夫　
　 環境省 自然環境局長

●  デイビッド・クーパー
　 生物多様性条約事務局（SCBD）事務局長代理

●  アン・ラリゴーデリ　
　 生物多様性及び生態系サービスに関する政府間科学-政策プラットフォーム（IPBES） 
　 事務局長

21:20−21:35

21:35−21:50

21:50−22:05

22:05−22:20

関係各国及び
その関係機関
からの報告

22:20−22:55 パネル
ディスカッション

テーマ：G7による侵略的外来種に関する推奨事項について
パネリスト 上記「関係機関からの講演」、及び

「関係各国及びその関係機関からの報告」登壇者

ファシリテーター 中尾文子　環境省

中尾文子　環境省

プログラム（予定）

侵略的外来種に関する国際ウェビナー :「昆明・モントリオール生物多様性枠組」ターゲット６の達成に向けて「IPBES侵略的外来種評価報告書」を基に行動する


